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（１）　　２０１０年３月２５日（毎月３回５・１５・２５日発行）　　兵庫保険医新聞　　（昭和 43 年 6 月 12 日第三種郵便物認可）　号外

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
の
即
時
廃
止

保
険
で
よ
り
良
い
歯
科
医
療
の
実
現

求
め
て

　

協
会
で
は
県
下
の
自
治
体
に
対
し
、

「
保
険
で
よ
り
良
い
歯
科
医
療
の
実
現

の
意
見
書
採
択
を
求
め
る
請
願
」
な

ら
び
に
「
後
期
高
齢
者
医
療
制
度

を
た
だ
ち
に
廃
止
す
る
こ
と
を

求
め
る
意
見
書
採
択
を
求
め
る

請
願
」
に
取
り
組
ん
で
い
る
。
北

播
支
部
で
も
三
木
市
・
小
野
市
・

西
脇
市
・
加
西
市
の
議
会
に
請
願

書
を
提
出
。
そ
れ
ぞ
れ
３
月
中
に

審
議
、
採
決
さ
れ
る
予
定
と
な
っ

て
い
る
（
加
東
市
・
多
可
町
は
請

願
締
切
と
の
関
係
で
今
議
会
へ

の
提
出
は
見
送
り
）。

　

協
会
で
は
保
険
で
の
歯
科
医

療
の
充
実
や
、
後
期
高
齢
者
医
療

制
度
の
廃
止
は
か
ね
て
か
ら
主

張
し
て
お
り
、
議
会
請
願
と
あ
わ

せ
て
署
名
運
動
に
も
取
り
組
ん

で
い
る
。
患
者
負
担
の
軽
減
な

ど
も
含
め
た
新
た
な
署
名
に
も

取
り
組
む
こ
と
と
し
て
お
り
、
窓

口
で
の
患
者
署
名
の
呼
び
か
け
な
ど
、

先
生
方
の
協
力
を
お
願
い
し
た
い
。

自

治

体

に

請

願

院 内 感 染 対 策 研 修 会

日時：４月１５日（木）
　　　　　　　　　 14：30 － 16：00

会場：小野市うるおい交流館エクラ大会議室

講師：小川　麻由美　氏

　　　（済生会兵庫県病院　感染管理認定看護師）

参加費：1，000 円　※参加者には受講証を発行します。

お問い合わせは TEL 078-393-1817
納富 ( ﾉｳﾄﾐ )・石本まで

万一のためのコストは安さが魅力！

グループ保険
■ 団体保険だから断然安い保険料
■ 毎年決算剰余金を配当

　　今年度配当は５０％、１６年連続配当

■ 最高５０００万円の高額保障　�
■ 配偶者１０００万円のセット加入あり
■ いつでも増額･減額できます
■ 面倒な医師による診査は不要

他の医師賠償責任保険に
ご加入でない先生方へ。

協会の 「休業保障制度」 にご加入いただけ
ない方や、上乗せ補償をご希望の方へ。

うつ病等の精神障害、認知症による就業不能

も補償／入院による就業不能は１日目から補

償／自宅療養（５日目から補償）、代診もＯＫ／

連続休業は最長２年補償／再発の場合も含め

て通算１０００日まで補償／地震などの天災によ

るケガも補償／協会「休業保障制度」や医療保

険、 公的保険制度の給付に関係なくお支払い

・ 医療上の事故、医療施設

　の事故を補償

所得補償保険医師賠償
�責任保険

（毎月加入受付）

保険医年金
● 月　払 : １口１万円～　　　（通算３０口まで）

● 一時払 : １口５０万円～　（毎回４０口まで )

公的保障の乏しい医師・歯科医師の
老後設計に最適です

＜拠出型企業年金保険＞

急な出費にも１口単位で解約可
能／払込が困難なときは掛金中
断、余裕ができたら掛金再開／年
金受給時には１０年・１５年定額、
１５年・２０年逓増年金から選択、
または一括受取／万一の時はご
遺族に全額給付

自
在
性
が
魅
力

春の共済制度普及 ４月１日開始です！ 　お問合せは共済部まで　 ０７８-３９３-１８０５

外来診療での感染対策とは

― 支 部 研 修 会 の ご 案 内 ―

基本的な対策を見直す

裏

面

に

診

療

報

酬

改

定

関

連

情

報
を
掲
載



１
０
年
ぶ
り
の
プ
ラ
ス
だ
が
実
質
は
ゼ

ロ
改
定

　　

改
定
率
は
、
診
療
報
酬
本
体
＋
１
・
55
％

(

医
科
＋
１
・
74
％
、
歯
科
＋
２
・
09
％
、

調
剤
＋
０
・
52
％)

、
薬
価
・
材
料
価
格
▲
１
・

36
％
で
、
全
体
で
＋
０
・
19
％
と
10
年
ぶ
り

に
ネ
ッ
ト
で
プ
ラ
ス
と
さ
れ
て
い
る
。
改
定

財
源
か
ら
除
か
れ
た
先
発
品
薬
価
の
追
加
引

き
下
げ
６
０
０
億
円
分
を
差
し
引
く
と
わ
ず

か
＋
０
・
03
％
で
実
質
ゼ
ロ
改
定
と
な
っ
て

い
る
。

　

さ
ら
に
、
前
回
改
定
同
様
、
急
性
期
入
院

医
療
、
産
科
・
小
児
科
へ
の
重
点
配
分
な
ど

の
枠
内
操
作
に
終
始
し
、
診
療
所
で
は
マ
イ

ナ
ス
と
な
る
場
合
も
多
く
な
る
こ
と
が
懸
念

さ
れ
る
。
地
域
医
療
の
改
善
に
は
程
遠
い
改

定
と
な
っ
た
。

外
来
管
理
加
算
の
５
分
要
件
は
廃
止
、
診

療
所
再
診
料
２
点
引
き
下
げ

　

前
回
改
定
で
導
入
さ
れ
診
療
所
・
中
小
病

院
に
甚
大
な
影
響
を
与
え
た
再
診
料
の
外
来

管
理
加
算
の
５
分
要
件
は
、
２
年
間
の
運
動

の
成
果
も
あ
っ
て
廃
止
さ
れ
た
。
し
か
し
、

算
定
に
当
た
っ
て
の
「
懇
切
丁
寧
に
説
明
」

等
の
要
件
は
残
さ
れ
た
。

　

ま
た
、
診
療
所
と
２
０
０
床
未
満
の
病
院

の
再
診
料
が
69
点
に
統
一

さ
れ
、
診
療
所
は
２
点
引

き
下
げ
ら
れ
た
。
診
療
所

か
ら
病
院
へ
の
配
分
の
見

直
し
、
病
院
勤
務
医
の
負

担
軽
減
を
そ
の
理
由
と
し
て
い
る
が
、
一
方

で
２
０
０
床
以
上
の
病
院
の
再
診
料
で
あ
る

外
来
診
療
料
は
据
え
置
か
れ
て
い
る
。

後
期
高
齢
者
に
関
わ
る
点
数
を
廃
止

　

後
期
高
齢
者
診
療
料
や
凍
結
さ
れ
て
い
た

後
期
高
齢
者
終
末
期
相
談
支
援
料
な
ど
、
年

齢
の
み
を
基
準
に
し
た
差
別
的
な
診
療
報
酬

は
廃
止
さ
れ
た
。
し
か
し
、
一
般
病
棟
に
90

日
を
超
え
て
入
院
す
る
後
期
高
齢
者
を
対
象

と
し
て
い
た
低
い
包
括
点
数
の
後
期
高
齢
者

特
定
入
院
基
本
料
が
、
す
べ
て
の
年
齢
の
患

者
に
拡
大
さ
れ
た
。
退
院
支
援
の
状
況
報
告

書
を
毎
月
提
出
す
れ
ば
出
来
高
請
求
を
継
続

で
き
る
と
さ
れ
て
い
る
が
、
差
別
的
な
取
り

扱
い
の
拡
大
で
あ
り
廃
止
す
べ
き
で
あ
る
。

療
養
担
当
規
則
を
改
定
し
明
細
書
発
行

義
務
化
と
後
発
医
薬
品
の
使
用
を
促
進

　

療
養
担
当
規
則
が
改
定
さ
れ
、
レ
セ
プ
ト

を
電
子
請
求(

オ
ン
ラ
イ
ン
請
求
又
は
電
子

媒
体
請
求)

を
し
て
い
る
医
療
機
関
は
、
原

則
と
し
て
領
収
証
発
行
の
都
度
、
無
償
で
明

細
書
を
発
行
す
る
こ
と
が
義
務
化
さ
れ
た
。

　

紙
レ
セ
プ
ト
で
請
求
し
て
い
る
医
療
機
関

等
「
正
当
な
理
由
」
が
あ
る
場
合
に
は
発
行

の
義
務
は
な
い
が
、
そ
の
旨
及
び
明
細
書
発

行
の
手
続
き
や
費
用
徴
収
の
有
無
等
を
院
内

掲
示
す
る
こ
と
と
さ
れ
た
。「
医
療
の
透
明

化
や
患
者
へ
の
情
報
提
供
」
の
た
め
と
し
て

い
る
が
、
明
細
書
発
行
に
よ
っ
て
起
こ
る
ト

ラ
ブ
ル
を
医
療
機
関
と
患
者
の
関
係
に
矮
小

化
す
る
も
の
で
あ
り
、
機
械
的
な
義
務
化
に

は
大
き
な
問
題
が
あ
る
。

　

ま
た
、
後
発
医
薬
品
の
使
用
を
促
進
す
る

た
め
と
し
て「
後
発
医
薬
品
の
使
用
を
考
慮
」

し
「
患
者
が
後
発
医
薬
品
を
選
択
し
や
す
く

す
る
た
め
の
対
応
」が
努
力
義
務
と
さ
れ
た
。

処
方
せ
ん
の「
後
発
医
薬
品
へ
の
変
更
不
可
」

欄
に
署
名
が
な
い
場
合
は
、
保
険
薬
局
に
お

い
て
含
量
規
格
が
異
な
る
後
発
医
薬
品
の
調

剤
が
認
め
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。

　

さ
ら
に
、処
方
せ
ん
の
様
式
も
変
更
さ
れ
、

医
療
機
関
の
レ
セ
プ
ト
と
調
剤
レ
セ
プ
ト
の

突
合
を
容
易
に
す
る
た
め
に
医
療
機
関
コ
ー

ド
等
を
記
載
す
る
こ
と
と
さ
れ
た
。

支部会員のみなさまへ

北播支部世話人会に

お気軽にご参加ください
最新の医療情勢の紹介と意見交換、日常診療の工夫や交流など、

ざっくばらんな集まりです。ぜひご参加ください。

日時：２０１０年４月 21 日（水）午後７時 30 分～

会場：小野市・加東市医師会館

参加希望・お問い合わせは
TEL：078-393-1817　FAX：078-393-1802
担当事務局 納富 ( ﾉｳﾄﾐ )・石本まで

【情勢について】
診療報酬改定についての評価や、後期高齢者医療制度の見直し
などの医療・社会保障関連の話題や、内閣支持率の変化などに
ついて意見交換した。

【日常診療について】
診療報酬改定への対応を中心に意見交換した。とくに地域医療
貢献加算や明細書発行体制等加算の届出の準備や、明細書発行
にかかわる院内掲示などが話題となった。

【今後の支部企画について】
６月の支部総会記念講演について意見を交換した。診療科を超
えて集まることができる話題で開催することとし、開業医の年
金について取り上げる方向で具体化することとした。

世話人会だより
2010 年３月 17 日

（２）　　２０１０年３月２５日（毎月３回５・１５・２５日発行）　　兵庫保険医新聞　　（昭和 43 年 6 月 12 日第三種郵便物認可）　号外

２
０
１
０
年
４
月
実
施

診
療
報
酬
改
定
の
特
徴
と
問
題
点

協 会 で は 診 療 報 酬 改 定 は
も ち ろ ん 、 保 険 診 療 の ど
ん な 疑 問 に も お 答 え し て
い ま す 。 お 気 軽 に お 問 い
合 わ せ く だ さ い 。

T E L : 0 7 8 - 3 9 3 - 1 8 0 3

協 会 の サ ー ビ ス を

ご 利 用 く だ さ い


